
国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）、
鉄道ACT研究会PR対象工法の登録工法です。
NETIS登録番号：KT-190018-A
技術名称：J-WALLⅡ工法
※国交省の「評価促進技術」に選定されています



 JFEの本・仮設兼用合成壁「J-WALL®Ⅱ工法」Ⅱ工法」
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J-WALL®Ⅱ工法は、合成構造用鋼矢板(製品名：ビートルパイル®)を仮設土留め
壁として利用し、地盤掘削後に後打ち鉄筋コンクリート部と一体化させること
により、本設の合成地下壁を構築する技術です。
鋼矢板と鉄筋コンクリートが一体壁構造と評価できるため、従来工法よりも薄い
壁厚で高剛性・高耐力の合成地下壁を構築
することができます。

J-WALL Ⅱ工法は、JFEスチール株式会社、株式会社大林組
およびジェコス株式会社の3社の共同研究により開発され、
2015年12月に一般財団法人国土技術研究センターの
建設技術審査証明事業(一般土木工法)
の審査証明(技審証第40号)を取得し、
2020年12月に更新しました。

鉄筋コンクリート壁

ビートルパイル
（ハット形鋼矢板+CT形鋼）

軸方向鉄筋
鉄筋コンクリート壁 配力筋

定着用鉄筋

補強鉄筋

ビートルパイル
（ハット形鋼矢板+CT形鋼）

貫通孔（CT形鋼ウェブ）

シヤコネクタ部

定着用鉄筋

CT形鋼

定着用鉄筋

ハット形鋼矢板

※以降「J-WALL®Ⅱ」は「J-WALLⅡ」、「ビートルパイル®」
　は「ビートルパイル」と表記
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J-WALL Ⅱ工法による本・仮設兼用合成壁の構築には、
合成構造用鋼矢板「ビートルパイル」を使用します。
ビートルパイルはハット形鋼矢板、CT形鋼および
定着用鉄筋から構成されています。

ビートルパイルはハット形鋼矢板に
比べ1.9～2.5倍の断面二次モーメント、
1.3～1.5倍の断面係数を有しています。

各部材のサイズ形式

※ 大臣認定番号

900
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3
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0

900

部材の種類 サイズ形式

CT-106×204×12×18

JFESP-10H
JFESP-25H

D19

ハット形鋼矢板

CT形鋼
定着用鉄筋

各部材の材質
部材の種類 種類の記号 規格番号

SM490A
SS400

JIS A 5523

MSTL-0528※

JIS G 3106
JIS G 3101

JIS G 3112

SYW295
SYW390

JFE-SYW295

SD345

ハット形鋼矢板

CT形鋼

定着用鉄筋

ビートルパイルの断面性能表

B-10H

B-10H B-25H

1枚当たり

タイプ

壁幅1m当たり

(cm2/枚) (cm4/枚) (cm3/枚)(kg/m/枚) (cm2/m) (cm4/m) (cm3/m)(kg/m/m)

断面積 単位重量 単位重量断面二次
モーメント 断面係数 断面二次

モーメント 断面係数断面積

B-25H
158.3
192.3

124
151

23,158
41,836

1,252
1,910

175.9
213.7

138
168

25,731
46,484

1,391
2,122

【参考】ハット形鋼矢板の断面性能

JFESP-10H

1枚当たり

タイプ

壁幅1m当たり

(cm2/枚) (cm4/枚) (cm3/枚)(kg/m/枚) (cm2/m) (cm4/m) (cm3/m)(kg/m/m)

断面積 単位重量 単位重量断面二次
モーメント 断面係数 断面二次

モーメント 断面係数断面積

JFESP-25H
110.0
144.0

86.4
113

9,430
22,000

812
1,450

122.2
160.4

96.0
126

10,500
24,400

902
1,610



J-WALL®Ⅱ工法の特長Ⅱ工法の特長
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パイラー

敷地境界

離隔小

一体壁構造1
ビートルパイルと後打ち鉄筋コンクリート部とを合成した地下壁で、従来の仮設・本設別構造と比べて、
一体構造として高剛性、高耐力を発揮し、薄壁化を実現します。

近接・狭隘地施工2
ビートルパイルは、通常の鋼矢板と同様に圧入機で施工可能であり、バイブロハンマ工法での施工に比べ、
近接施工や狭隘地施工が可能です。

敷地有効利用3
ビートルパイルを仮設・本設兼用とすることで、仮設・本設別構造となる従来工法に比べて
必要施工幅および壁厚を縮小できるため、限られた敷地内で構造物を最大限の広さに築造でき、
敷地を有効利用することが可能です。

止水性4
ビートルパイルは、通常のハット形鋼矢板と同様の継手を有するため、継手部を止水することで、
高い止水性を発揮できます。

従来工法 J-WALLⅡ工法

鉄筋コンクリート壁

ビートルパイル
（ハット形鋼矢板+CT形鋼）

敷地境界 敷地境界

空間拡大
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構造

施工数量

仮設土留め壁

本設地下壁

項目 従来工法

鋼矢板Ⅳ型

J-WALLⅡ工法
合成構造用鋼矢板
ビートルパイル

場所打ち鉄筋コンクリート壁
(壁厚：1100mm)

ビートルパイルと
後打ち鉄筋コンクリート壁

(壁厚：900mm)との一体壁構造

従来工法と比べ、以下の工程が省略できる。
・外足場組立・解体
・外型枠組立・解体
・側壁部防水工(鋼矢板継手部防水はあり)
・埋戻し工

1) 試算条件　　　①地下ピット(内空寸法50mx50m、地下壁高さ7m)
　　　　　　　　 ②地下車路(通路内空幅10m、地下壁高さ7m、延長150m)
2) 内空面積比　　同敷地面積で施工可能な内空面積を従来工法を基準に比較。
3) 地下壁構築費　足場工(壁)、鉄筋工(壁)、型枠工(壁)、コンクリート工(壁)、防水工(壁)による。

70
00

82
00

12
00

0

2900mm (100%) 1600mm (55%)

100%
100%

45～55%
45～55%

必要施工幅

100% 55～65%地下壁構築費

工期

100% 110%～130%内空面積比
足場(外・内)

100% 45～55%
鉄筋(壁)

100% 85～95%
型枠(壁)

100%

ー

0%
コンクリート(壁)
防水(壁)

従来工法である仮設土留め壁と本設地下壁とを別構造で施工する場合と、J-WALLⅡ工法により仮
設・本設兼用とした場合の試算例の対比を以下の表に示します。

既存工法との対比5

従来工法 J-WALLⅡ工法

1100

2200700 900

1600

700

1100

2900

敷地境界 敷地境界

70
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82
00
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00

0



J-WALL®Ⅱ工法の適用例Ⅱ工法の適用例
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アンダーパス、立体交差部1

市街地で立体交差を構築する場合など、本体構造物の用地、現場の施工ヤードの確保が困難な場所でも、
省スペースの施工法を適用して擁壁を構築することができます。

アンダーパスでの適用イメージ

合成壁築造時

完成後

掘割道路での適用イメージ

J-WALLⅡ工法は、本・仮設兼用合成壁であるため、従来工法と比べ、土留め壁構築までに
要する時間を短縮でき、交通制限など外部に対して長期間の規制を強いることなく施工できます。

掘割道路2

鉄筋
コンクリート壁

ビートルパイル
(ハット形鋼矢板
  +CT形鋼)

合成壁

ビートルパイル

ビートルパイル
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地下通路での適用イメージ

免震レトロフィット工法での適用イメージ

都市部などで、既存構造物や埋設物が近接している場所に地下通路を構築する場合、
従来工法と比べて壁厚を薄くできる本工法を適用することで、通路幅を広くとることができます。

地下通路3

免震レトロフィット工法による建築物の耐震化工事において、建物と敷地境界の間に
十分なスペースがない場合でも、高剛性の擁壁を構築することができます。

免震レトロフィット4

地下通路

免震化

既存構造物
(ダクト)

ビートルパイル

合成壁

敷地境界

敷地境界

合成壁

免震装置

ビートルパイル



施工フロー

設計例
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■設計例-1（壁高5.5mの擁壁）

CT形鋼および定着用
鉄筋の損傷に注意する

圧入工法を標準とする
出来形管理を行う

鋼材表面に付着した土砂や
浮き錆を十分に取り除く

ビートルパイルの変位量を計測する
CT形鋼および定着用鉄筋の損傷に注意する

ハット形鋼矢板

 補強鉄筋(D13@300)

D19

CT形鋼

配力鉄筋
(D13@150)

軸方向鉄筋
(D13@150)

帯鉄筋
(D13@900)

310
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134

550
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0

90
0
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 断面

スタッド溶接

5-D16

スタッド溶接

ハット形鋼矢板

※マットスラブの配筋は示しておりません
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J-WALL®Ⅱ工法　設計・施工についてⅡ工法　設計・施工について
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■設計例-2　(深度8.7mにおける3.8mの地下壁)

所定の掘削が終了し次第、
速やかに支保工を設置する

補強鉄筋は、十分な定着長を
確保できるように配置する

シヤコネクタ部にコンクリートが確実に
充填されるように締固めを行う

ハット形鋼矢板

D19

CT形鋼

配力鉄筋
(D13@150)
軸方向鉄筋
(D13@150)

帯鉄筋
(D13@900)
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各種性能確認試験

施工性1
圧入機を用いて、ビートルパイルとハット形鋼矢板の打設試験を行い、両者が同程度の
施工性[圧入力、歩掛]を有することを確認しました。

水洗浄でビートルパイルの壁面やCT形鋼フランジ内の洗浄実験を行い、従来の鋼矢板と同様の方法で
洗浄可能なことを確認しました。

壁面の洗浄2
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ビートルパイルの打設状況

打設後の状況

掘削状況 掘削直後（洗浄前） 洗浄後
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粘土質
ローム
疑灰質
粘土

粘土混細砂

粘土混細砂

細砂

細砂

細砂

打設実験場の地盤状況

ビートルパイル

ハット形鋼矢板



押し抜きせん断実験によるシヤコネクタ部のずれせん断耐力評価と、実大サイズの合成壁の曲げ試験を実施し、
最大荷重時までビートルパイルと後打ちコンクリート部とが一体壁構造として挙動することを確認しました。

一体壁としての性能3
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※本工法の床版接合部の性能については、
(一財)国土技術研究センター建設技術審査証明事業(一般土木工法)による審査証明（技審証第40号）の範囲外です。
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本工法(ビートルパイル＋補強鉄筋)の実験値

本工法(ビートルパイル＋
補強鉄筋)の評価式

fc ：コンクリートの圧縮強度
Ec：コンクリートの弾性係数

従来工法(頭付きスタッド)
の評価式

従来工法(頭付きスタッド)の実験値
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中央たわみ  (mm）

コンクリート圧壊により
荷重低下

弾性域剛性
（計算値）

曲げ破壊荷重(計算値) 1285kN

降伏荷重(計算値) 880kN

最大荷重(実験値) 1368kN 

降伏荷重
Py964kN

押し抜きせん断試験

合成壁の曲げ試験

側面拘束治具

試験機 耐圧板

試験体

試験体

試験機

J-WALL Ⅱ工法による合成壁と鉄筋コンクリート床版との接合部分の性能評価のため実大曲げ試験を実施し、
床版接合部の耐力および変形性能が良好なことを確認しました。

床版接合部の性能4

接合部

合成壁 RC床版

載荷点

開き側閉じ側
変位(mm)

【-開き側】 【＋閉じ側】

Pucal  ：最大耐力の計算値
Pa    ：許容荷重の計算値
Puexp：最大荷重の実験値
Pyexp：降伏荷重の実験値
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